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1. カサノリ類の環境監視結果について 

1.1 これまでの検討内容 

1.1.1  順応的管理の概要 

カサノリ類は海域改変区域東側において生育環境が向上すると考えられることから、環

境監視調査において監視レベルを段階的に設け、事業者の実行可能な範囲内で順応的管理

を行う。 

 

1.1.2  評価書への意見 

評価書おける順応的管理に対する国土交通大臣意見及び県知事意見は、以下に示すとお

りである。 

閉鎖性海域内の海草藻場及びカサノリ類については、底質が安定し、生育環境が向上すると

予測し、これを前提とした順応的管理を行うとしているが、底質の予測は不確実性があり、海

草藻場やカサノリ類の生育に適した底質状態にならないおそれが考えられる。 

このため、海草藻場及びカサノリ類の順応的管理については、事業開始前に環境監視委員会

（仮称）等において専門家の意見を聴取するとともに、埋立地の存在による消失面積を念頭に

残存する海草藻場やカサノリ類について順応的管理の目標を設定したうえで、計画の検討、モ

ニタリング及びその結果を踏まえた計画の再検討等を行うこと。また、計画の検討に当たって

は、必要に応じて移植の実施についても検討すること。 

 

1.1.3  那覇空港滑走路増設事業環境監視委員会での検討事項 

・ 第 2 回委員会では、カサノリ類の順応的管理の目標（包括的目標）及び実施に当たっての

方針等についておおむね承認を得た。 

・ 第 4 回委員会では、調査結果を解析し、順応的管理の現況を報告した。 

・ 第 6 回委員会では、調査結果を解析し、順応的管理の現況を報告した。 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 1.1 カサノリ類の生育状況（右：タイドプール、左：干潟域） 
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1.2 順応的管理（カサノリ類） 

1.2.1  順応的管理の実施フロー 

 

包括的目標 ・カサノリ類は、干潟・浅海域に点在し、タイドプールのような環境で被度が高い場

所がみられ、その分布域の年変動が大きいことが、当該種の特徴である。このため、

カサノリ類については、閉鎖性海域において、継続的に分布が確認される場所がみ

られることを目標とし、実行可能な順応的管理のもと、生育環境の保全･維持管理

を実施する。 

具体的な実施方針 ・モニタリングを行い、カサノリ類構成種の生育状況や生育環境の把握を行う。 

・モニタリングの結果、カサノリ類の生育状況や生育環境が著しく低下した場合は、

学識経験者等にヒアリング等を行い、環境保全措置の検討を行う。 

モニタリング ・モニタリング項目は、カサノリ類構成種の生育状況及び生育環境とする。 

・モニタリング手法は、現地調査と同様の手法で行うこととする。（モニタリング結果

を事業実施前の現地調査結果と比較するため）。 

管理手法のレビュー

① 

・モニタリング結果は「那覇空港滑走路増設事業環境監視委員会」に報告し、どの監

視レベルに当たるかについて指導・助言を得る。 

・報告事項については、事業者のホームページにおいて公表する。 

管理手法のレビュー

② 

・必要であれば専門委員会等を招集し、具体的な検討を進める。 

・専門委員会等にて報告・検討された事項については、「那覇空港滑走路増設事業環境

監視委員会」に報告し、指導・助言を得る。 

管理手法の設定・改善 ・モニタリングの結果より基準が達成されていないと判断される場合は、管理手法の

改善として環境保全措置の実施を検討する。 

図－ 1.2 本事業における順応的管理の考え方 
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1.3 調査結果 

1.3.1  分布調査 

過年度調査と平成 29 年 1 月～4 月における調査結果の比較を以下に示す。平成 28 年度

については、カサノリ類の生育段階等から、生育が遅れていると考えられ、分布面積が最

も拡大した平成 29 年 4 月の結果も併せて示す。 

なお、平成 25 年 2 月以降の調査は、工事前の状況を詳細に把握するため、平成 20 年 2

月の調査方法よりも精度をあげて実施している。よって、工事前の現況としては、平成 25

年 2 月以降の調査結果を用いることとする。 

平成 29 年 1 月～4 月におけるカサノリの分布面積は 4.2～15.6 ha で、工事前の 36.6～

49.0 ha と比較して小さかった。また、工事中に実施した平成 27～28 年 1～3 月の 16.8～

23.9 ha と比較すると、緩やかな減少傾向にあった。平成 28 年 1～3 月と比較すると、（a）

改変区域の西側分布域では増加しており、被度は低いものの、カサノリ類の分布に適した

環境が維持されていると考えられた。 

変動の大きいカサノリの分布範囲は、平成 29 年 1～4 月と工事前を比較すると、閉鎖性

海域内で分布範囲の減少が顕著であり、特に（c）瀬長島寄りの岸側分布域で分布範囲が減

少した。（a）改変区域の西側分布域では平成 27 年に分布範囲が減少した後、大きな変化が

みられず、工事前と比較して分布範囲は小さいものの、カサノリ類の生育に適した環境が

維持されていると考えられた。 

また、平成 28 年度夏季に護岸が概成し、より閉鎖的な環境になることを踏まえ、順応的

管理にあたっては、これまでの調査全てでカサノリの分布が確認された箇所の変動傾向を

特に注視する必要があると考えられた。 
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表－ 1.1 カサノリ類の分布面積 

 
注：1．小数点第 2 位を四捨五入した値を示す。ただし、平成 27 年 1 月および 2 月上旬のホソエガサの面積は、

小数点第 3 位を四捨五入した値を示す。 

2．「-」は確認されなかったことを示す。 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

図－ 1.3 分布域の区分 

 

＜改変区域の西側分布域＞ 

2月 3月 1月 4月 1月 2月上旬 2月下旬 3月 1月 2月 3月 1月 2月 3月 4月

1～5％未満 8.4 7.6 8.2 6.2 3.2 3.2 2.2 2.8 0.8 0.9 0.7 1.2 1.9 1.9 4.0

5～10％未満 - - - - - - - - - - - - - - -

10～20％未満 - - - - - - - - - - - - - - -

合計 8.4 7.6 8.2 6.2 3.2 3.2 2.2 2.8 0.8 0.9 0.7 1.2 1.9 1.9 4.0

ホソエガサ 1～5％未満 - - - - 0.12 0.12 0.12 - - 0.02 - 0.02 - - -

1～5％未満 7.1 6.5 4.9 3.2 4.2 2.1 1.6 0.3 1.4 2.3 1.9 0.1 0.0 0.4 0.7

5～10％未満 - - - - - - - - - - - - - - -

10～20％未満 - - - - - - - - - - - - - - -

合計 7.1 6.5 4.9 3.2 4.2 2.1 1.6 0.3 1.4 2.3 1.9 0.1 0.0 0.4 0.7

ホソエガサ 1～5％未満 - - - - - - - - - 0.1 0.1 - - - 0.04

1～5％未満 28.8 27.3 30.7 23.9 9.9 15.3 14.4 13.2 16.2 11.0 14.9 2.4 6.2 6.1 10.2

5～10％未満 0.74 0.78 0.40 0.14 0.08 0.22 0.65 0.64 0.08 0.10 0.11 0.02 0.02 0.02 0.02

10～20％未満 0.73 0.09 0.04 0.10 - 0.13 0.09 0.17 - 0.05 0.02 - - - -

合計 30.3 28.2 31.1 24.2 10.0 15.6 15.2 14.1 16.3 11.1 15.1 2.4 6.2 6.1 10.2

ホソエガサ 1～5％未満 0.34 0.24 0.20 - 0.03 0.01 0.15 0.26 0.08 0.02 0.02 - 0.03 0.02 0.05

1～5％未満 3.0 3.8 2.9 3.1 1.6 2.8 3.2 2.4 1.8 2.4 1.1 0.5 0.9 1.3 0.7

5～10％未満 - 0.15 0.11 - 0.14 0.22 0.30 0.09 0.04 0.04 0.07 - - - -

10～20％未満 0.17 - - - - - - - - - - - - - -

合計 3.2 3.9 3.0 3.1 1.7 3.0 3.5 2.5 1.9 2.5 1.1 0.5 0.9 1.3 0.7

ホソエガサ 1～5％未満 - - - - - - - - - - 0.01 - - - -

1～5％未満 47.3 45.2 46.7 36.4 18.9 23.3 21.4 18.8 20.2 16.6 18.6 4.2 9.1 9.7 15.6

5～10％未満 0.74 0.93 0.50 0.14 0.22 0.43 0.95 0.74 0.11 0.14 0.18 0.02 0.02 0.02 0.02

10～20％未満 0.91 0.09 0.04 0.10 - 0.13 0.09 0.17 - 0.05 0.02 - - - -

合計 49.0 46.2 47.3 36.6 19.1 23.9 22.4 19.7 20.3 16.8 18.8 4.2 9.1 9.7 15.6

1～5％未満 0.34 0.24 0.20 - 0.15 0.13 0.27 0.26 0.08 0.13 0.14 0.02 0.03 0.02 0.08

49.0 46.2 47.3 36.6 19.1 23.9 22.4 19.7 20.3 16.8 18.8 4.2 9.1 9.7 15.6

平成28年

カサノリ類合計

カサノリ

（b）
閉
鎖
性
海
域
内
の
西
側

カサノリ

平成26年 平成27年平成25年被度種類分布域

（a）
改
変
区
域
の
西
側

カサノリ

工事前 工事中
平成29年

（c）
瀬
長
島
寄
り
の
岸
側

カサノリ

（d）
大
嶺
崎
寄
り
の
岸
側

カサノリ合計

ホソエガサ合計
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＜改変区域の西側分布域＞ 

 

 

 

＜閉鎖性海域内の西側分布域＞ 

 

図－ 1.4（1） カサノリ類の分布面積の推移 
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＜瀬長島寄りの岸側分布域＞ 

 

 

 

＜大嶺崎寄りの岸側分布域＞ 

 

図－ 1.4（2） カサノリ類の分布面積の推移 
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＜全分布域＞ 

 

図－ 1.4（3） カサノリ類の分布面積の推移 
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

注）平成 25 年以降は、事業実施区域内は調査を実施していない。 

図－ 1.5（1） カサノリ類の分布状況  
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

図－ 1.5(2) カサノリ類の分布状況  
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

図－ 1.5(3) カサノリ類の分布状況 
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

図－ 1.5(4) カサノリ類の分布状況 
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

図－ 1.5(5) カサノリ類の分布状況 
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

図－ 1.5(6) カサノリ類の分布状況 

 

 

  



資料編-14 

1.4 第 8 回環境監視委員会（平成 29 年 6 月開催）での審議事項 

1.4.1  カサノリ類の監視レベルについて 

カサノリ類の分布面積、分布状況及び中心となる分布範囲の変動状況を踏まえ、カサノ

リ類の監視レベルについて審議した。 

 

 中心となる分布範囲の変動状況  (1)

カサノリ類はサンゴ礫や転石に着生するため、波浪等の影響により分布範囲が容易に変

動し、経年的な変動が大きい傾向にある。平成 25～28 年に実施した調査結果より共通分布

範囲注 1を図－ 1.6 に示す。また、平成 25～28 年に高被度域（被度 5%以上）が確認され、

コア注 2となっている範囲は、Ⅰ及びⅡ（図－ 1.7）であると考えられた。 

共通分布範囲とコアについて、平成 29 年のカサノリ類の分布範囲と比較すると、改変区

域西側の分布範囲では、平成 25～28 年の共通分布範囲を中心にカサノリ類が分布し、分布

面積についても平成 28 年から増加する傾向にあり、カサノリ類の生育に適した環境が維持

されていると考えられた。一方、閉鎖性海域については、以下のような結果がみられた。

これらの要因としては、着生基盤となる礫や転石の分布状況の変化や地盤高の変化、気象

条件等が影響した可能性が考えられた。 

 

 瀬長島北側など、共通分布範囲注 1で分布範囲が減少した（図－ 1.6）。 

 

 カサノリ類の分布のコア注 2と推定されたⅠ及びⅡのうち、Ⅱでは面積は小さいものの高

被度域が確認されたが、Ⅰでは高被度域はみられず、カサノリ類の被度は極めて低い状

況であった（図－ 1.7）。 

 

注 1. 共通分布範囲とは、各年にカサノリ類が確認された範囲のうち、全ての年に共通する分布範囲を示す。 

注 2.コアとは、過年度に高被度域（被度 5%以上）が確認されていた範囲を示す。 
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

※ 各年にカサノリ類が確認された範囲のうち、全ての年に共通する分布範囲を示す。 

図－ 1.6 平成 25～28 年の共通分布範囲と平成 29 年に 1 回以上カサノリ類が確認された範囲 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

※ Ⅰ,Ⅱがコアと指定され、コアとは、過年度に高被度域（被度 5%以上）が確認されていた範囲を示す。 

図－ 1.7 平成 25～28 年の共通分布範囲と平成 25～29 年の高被度域（被度 5%以上） 

 審議結果  (2)

「海草藻場、カサノリ類の置かれた監視レベル(安全レベル、注意レベル、対策検討レベ

ル)を今判断するのは難しい状態にある。委員会での指摘を踏まえた上で今後も調査の継続

を求める。」との指導・助言をいただき、今後も調査を継続し、カサノリ類の変動要因等に

ついて考察していくこととした。 
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 審議結果  (2)

「海草藻場、カサノリ類の置かれた監視レベル(安全レベル、注意レベル、対策検討レベ

ル)を今判断するのは難しい状態にある。委員会での指摘を踏まえた上で今後も調査の継続

を求める。」との指導・助言をいただき、今後も調査を継続し、カサノリ類の変動要因等に

ついて考察していくこととした。 

 

1.4.2  今後の対応 

カサノリ類は、現時点では継続的に分布が確認されているものの、分布面積、被度とも

に減少傾向であることから、以下の項目に取り組むことを提案し、環境監視委員会の中で、

指導・助言をいただき、以下の項目について、平成 29 年度から実施することとした。 

 

項目 実施内容 目的 

モニタリング

の強化 

4 月調査の実施 カサノリ類の生育が遅れていると考えられたた

め、4 月の分布状況を把握し、正確な生育最盛期

の面積及び分布範囲を把握した（実施済み）。 

モニタリング

の強化 

地盤高や砂厚についての調査

を実施する。 

カサノリ類の分布に適した底質の種類やその分

布状況について記録、整理し、面積及び被度の減

少要因を考察する。 

沖縄島の他地

域と比較 

他地域における調査結果の情

報収集及び調査の実施につい

て検討する。 

面積や被度について直接的な比較を行うことは

困難であるが、他海域における面積や被度の変動

傾向から、事業実施区域の面積や被度の減少要因

を考察するための材料とする。 

保全措置の具

体的な内容の

検討 

過年度に検討を行ってきた生

育基盤比較実験の改善策につ

いての実験を行う。 

最適な保全措置の検討を行う。また、環境保全措

置案を実施した場合のカサノリ類の付着状況（単

位面積当たりの付着個数や浮泥の堆積状況等）や

実現可能性について整理を行い、保全措置の実施

範囲、数量等を検討するための情報収集を行う。
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カサノリ類の生育基盤比較実験の改善策（案）の実験 

平成 26 年度から実施していたカサノリ類の生育基盤比較実験の結果は以下のとおりで

ある。 

 ・実験に使用した全ての基盤にカサノリの藻体が確認された。 

 ・他の海藻類や浮泥の付着がカサノリの着生を阻害する可能性が高いと考えられた。 

・目印に設置してあるロープにもカサノリが多くみられ、不安定な基盤の動きがカサ

ノリ類の着生の助けとなっていると推察された。 

 

実験結果から、ロープを網状にすることで着生の表面積を増やし、かつブイ等によって

浮くようにすることが有効と考えられる。こうした生育基盤材料の改善策(案)を実験的に

海域に設置し、カサノリ類の付着状況（単位面積あたりの個数や付着状況等）についての

調査を行う。 

 

 

図－ 1.8 基盤材料の改善策(案)のイメージ 

 

 

  

ブイ

基盤材料(網) 



資料編-18 

2. 特定外来生物混入・生息状況調査 

採石場及び搬出港において 4 月～7 月の間、洗浄された石材に特定外来生物及びその卵嚢

や種子等が混入しているか否かを調査した。調査は、フローティング調査、目視調査・トラッ

プ調査、船内調査とした。 

 

2.1 調査実施日 

平成 28 年 4 月 24 日～28 日 

平成 28 年 5 月 15 日～19 日 

平成 28 年 6 月 13 日～16 日,26 日(前肥田港) 

平成 28 年 7 月 24 日～28 日 

 

2.2 調査対象地 

調査対象地は、表－ 2.1 に示すとおりである。 

 

表－ 2.1 調査対象地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採石場 ①採石場 A 

②採石場 B 

③採石場 C 

搬出港 ④恩勝港 

⑤前肥田港 

⑥古仁屋港 
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2.3 調査方法 

 フローティング調査  (1)

採石場にて洗浄された石材を搬出港まで運搬し、敷鉄板上に積み下ろした直後に敷均し、

石材毎に目視し、付着物が確認された場合はブラシを用いて削ぎ落とし、採取した。採取

した付着物は、水を張ったバケツに入れ、浮き上がってきたものを更に網で採取し、特定

外来生物及び特定外来生物の卵嚢、種子の有無についてルーペ等を用いて調査した。 

卵嚢、種子等が確認された場合は、その場で敷均された石材を放水にて洗浄することと

し、採石場においては、石材搬出車両 2 台目以降の洗浄時間を 30 秒延長して石材を搬出す

ることとした。この場合、2 台目についても同様に搬出港にて調査を行い、特定外来生物

及び特定外来生物の卵嚢、種子の付着や混入等を調査することとした。 

なお、フローティング調査では、特定外来生物及び特定外来生物の卵嚢、種子は確認さ

れなかったため、洗浄時間の延長等の措置は行っていない。 

 

図－ 2.1 調査手順（フローティング調査） 

 

  

図－ 2.2 調査方法 

  

有り

石材として利用 

洗浄時間を 30 秒追加、洗浄後、搬出港へ運搬。 

無し

搬出港にてフローティング調査 

石材として利用 

無し

採石場の洗浄施設にて１８０秒洗浄後、搬出港へ運搬 

搬出港にてフローティング調査 
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 目視調査・トラップ調査  (2)

採石場 3 箇所と搬出港 3 箇所について、特定外来生物の生息状況を把握するため、目視

調査・トラップ調査を、搬出車両及び石材について実施した。側溝・重機・建設資材等の

付近についても注意深く調査を実施した。 

また、クモ類等については見つけ捕りやトラップ法による捕獲を行い、適切な処分を行っ

た。なお、ハイイロゴケグモ等の卵嚢、幼齢個体が確認された場合は、限定的に殺虫剤等

を用いた駆除を実施した。トラップ調査状況を図－ 2.3 に示す。 

 

(ア) 調査時期 

トラップ設置：1 日目午前から 2 日目午後、トラップ回収：3 日目午前 

 

(イ) 調査箇所 

（採石場、搬出港） 

・任意踏査は、採石場 3 箇所、搬出港 3 箇所、計 6 箇所を対象に、資材置き場、生息場所

で実施 

・トラップ法は、任意踏査時（調査１日目）にトラップ設置、3 日目にトラップ回収 

 

(ウ) 特定外来生物が確認された場合の措置 

特定外来生物が確認された場合は位置や概数等を記録し、見つけ捕り等による除去を

実施した(表－ 2.2 参照)。 

 

表－ 2.2 特定外来生物が確認された場合の措置概要 

区分 種 調査方法 駆除方法 

植物 
オオキンケイギク 

任意踏査 
引き抜きによる除去 

ボタンウキクサ 水面からの除去 

両生類、爬虫類、

哺乳類 

ウシガエル 任意踏査 

トラップ法 

捕獲後、殺処分 

フイリマングース 捕獲後、法に基づき適切に処理 

クモ類 ハイイロゴケグモ 
任意踏査 

トラップ法 

踏みつぶしによる駆除 

捕獲が困難な場合は殺虫剤を用いた駆除 
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目視調査状況           粘着トラップ設置状況 

 

     

粘着トラップ改良型        ライブトラップ竹筒型 

図－ 2.3 トラップ調査状況 

 

 船内調査  (3)

搬出港 3 箇所について、搬出港に接岸した運搬船について、石材を積み込む前の船内の

特定外来生物の生息状況を把握するため、目視調査実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 2.4 船内の状況 
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2.4 調査結果 

 フローティング調査  (1)

(ア) 4 月 

古仁屋港、恩勝港、前肥田港とも特定外来生物及び特定外来生物の卵嚢、種子は確認

されなかった。 

     

古仁屋港         恩勝港         前肥田港 

(イ) 5 月 

古仁屋港、恩勝港、前肥田港とも特定外来生物及び特定外来生物の卵嚢、種子は確認

されなかった。 

     

古仁屋港         古仁屋港         恩勝港 

(ウ) 6 月 

古仁屋港、恩勝港、前肥田港とも特定外来生物及び特定外来生物の卵嚢、種子は確認

されなかった。 

     

古仁屋港         古仁屋港         恩勝港 

(エ) 7 月 

古仁屋港、恩勝港、前肥田港とも特定外来生物及び特定外来生物の卵嚢、種子は確認

されなかった。 

 

 

 

     

古仁屋港         古仁屋港         恩勝港 
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 目視調査トラップ調査 

特定外来生物の確認状況を表－ 2.3 に示す。 

4 月～7 月調査では、①採石場 A を除く全ての地域で、特定外来生物であるハイイロゴケ

グモが確認された。 

恩勝港を除き、初回の 4 月調査は確認数が多かったが、それ以降では減少傾向、もしく

はほぼ横ばい傾向が見られた。恩勝港では 7 月に増加がみられ、特に資材置き場を中心に

確認されたことから、新たに搬入された資材に混入していた可能性が考えられた。 

なお、その他の特定外来生物は確認されなかった。 

 

表－ 2.3 特定外来生物の確認状況 

 

注：古仁屋港の（）内の数は公園内で確認された数を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査地点 種名 ４月 ５月 ６月 ７月 合計

個体数 0 0 0 0 0
卵嚢 0 0 0 0 0

個体数 0 0 0 0 0
卵嚢 2 0 9 0 11

個体数 3 0 0 0 3
卵嚢 11 3 0 0 14

個体数 0 0 0 4 4
卵嚢 8 13 0 3 24

個体数 0 1 4 35 40
卵嚢 0 8 0 33 41

0 0 1 0 1
(11) (5) (2) (1) (19)

7 0 0 0 7
(59) (15) (22) (11) (107)

古仁屋港 ハイイロゴケグモ
個体数

卵嚢

②採石場B ハイイロゴケグモ

①採石場A ハイイロゴケグモ

③採石場C ハイイロゴケグモ

前肥田港 ハイイロゴケグモ

恩勝港 ハイイロゴケグモ
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 船内調査  (3)

(ア) 4 月 

古仁屋港、恩勝港、前肥田港とも特定外来生物は確認されなかった。 

     
古仁屋港         古仁屋港          恩勝港 
 

(イ) 5 月 

古仁屋港、恩勝港、前肥田港とも特定外来生物は確認されなかった。 

     
古仁屋港         古仁屋港          恩勝港 

 

(ウ) 6 月 

古仁屋港、恩勝港、前肥田港とも特定外来生物は確認されなかった。 

     
古仁屋港         古仁屋港          恩勝港 

 

(エ) 7 月 

・船内調査 

古仁屋港、恩勝港、前肥田港とも特定外来生物は確認されなかった。 

     
古仁屋港         古仁屋港          恩勝港 
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3. 土砂による水の濁り（底質） 

3.1 調査方法 

土砂による水の濁りの堆積状況を把握するため、施工前（汚濁防止膜設置後）に各施工箇所付近で目視

観察や写真撮影等による外観を把握する。また、「赤土等流出防止対策の手引き」（沖縄県環境保健部）に

基づき、スミス・マッキンタイヤー型採泥器を用いて直接採泥し、SPSS について分析する。 

施工後（汚濁防止膜撤去前）においても、施工前と同様の調査を実施し、施工前と比較して赤土等の堆

積が確認された場合には、ポンプアップによる除去作業を行うこととする。除去した赤土等を含む濁水は、

護岸で囲まれた状態のⅥ工区に投入することとし、Ⅵ工区概成前においては、浸透膜による処理を想定し

ている。また、SPSS の分析結果については、SPSS の評価基準を参考に、環境影響の有無を判断すること

とする。 

 

 

図－ 3.1 土砂による水の濁り（底質）に係る環境監視調査位置図 
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【監視基準（案）】SPSS のランク 5b 以下の底質環境がランク 6以上に変化した際には、赤土等の除去を検討する。 

 

＜監視基準の条件＞ 

 施工前と比較して赤土等の堆積が確認された場合には、ポンプアップによる除去作業を行うこととしている。 

 堆積した濁り分のみをポンプアップするためには、底質環境を撹乱しないよう、もとの底質の上に一定量の浮泥が堆積している必要がある。 

 海域生物（底生動物、海草藻類）の生息・生育が確認された場合には、生息・生育環境を撹乱するおそれがあるため除去は行わない。 

 

＜監視基準の検討＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 3.2 土砂による水の濁り（底質）の監視基準に係る措置検討フロー 

 

一定量の浮泥の堆積がある 

（SPSS のランク 6 以上の場合）

もとの底質環境が 

SPSS のランク 5b 以下の場合

浮泥の堆積がない 

（SPSS のランク 5b 以下の場合）

もとの底質環境が 

SPSS のランク 6 以上の場合

ポンプアップにより、 

海域生物の生息・生育環境へ 

影響を及ぼす可能性があると 

考えられる場合 

ポンプアップにより、 

海域生物の生息・生育環境へ

影響を及ぼす可能性がないと

考えられる場合 

ポンプアップにより赤土等の除去作業を行う 原則、赤土等の除去作業を行わない 

もとの底質基盤か

堆積した浮泥か、判

断が難しい。 

浮泥が堆積していないため除去

の必要はない。 

懸濁物質がみられたとしても、

もとの底質環境を撹乱する可能

性があるため、除去が困難。 

施工後（汚濁防止膜撤去前） 

施工前（汚濁防止膜設置後） 

底質調査 

（SPSS の分析・外観観察及び 

海域生物の生息生育状況の観察）
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表－ 3.1 底質調査における SPSS（底質中懸濁物質含量）のランク 

SPSS（kg/m3） 
底質の状況、その他の参考事項 

下限 ランク 上限 

 1 ＜0.4 
定量限界以下、きわめてきれい。 

白砂がひろがり生物活動はあまり見られない。 

0.4≦ 2 ＜1 
水辺で砂をかき混ぜても懸濁物質の舞い上がりが確認しにくい。 

白砂がひろがり生物活動はあまり見られない。 

1≦ 3 ＜5 
水辺で砂をかき混ぜると懸濁物質の舞い上がりが確認できる。 

生き生きとしたサンゴ礁生態系が見られる。 

5≦ 4 ＜10 
見た目ではわからないが、水中で砂をかき混ぜると懸濁物質で海が濁る。 

生き生きとしたサンゴ礁生態系が見られる。 

10≦ 5a ＜30 
注意して見ると底質表層に懸濁物質の存在がわかる。 

生き生きとしたサンゴ礁生態系の上限ランク。 

30≦ 5b ＜50 
底質表層にホコリ状の懸濁物質がかぶさる。 

透明度が悪くなりサンゴ被度に悪影響が出始める。 

50≦ 6 ＜200 
一見して赤土の堆積がわかる。底質攪拌で赤土等が色濃く懸濁。 

ランク 6 以上は明らかに人為的な赤土等の流出による汚染があると判断。 

200≦ 7 ＜400 
干潟では靴底の模様がわかり、赤土等の堆積が著しいがまだ砂を確認できる。

樹枝状ミドリイシ類の大きな群体は見られず、塊状サンゴの出現割合増加。

400≦ 8  
立つと足がめり込む。見た目は泥そのもので砂を確認できない。 

赤土汚染耐性のある塊状サンゴが砂漠のサボテンのように点在。 

 

 

(1)調査時期 

工事実施中：施工前（汚濁防止膜設置後）及び施工後（汚濁防止膜撤去前） 

 

3.2 調査の結果 

平成 28 年度には、工事施工前の SPSS のランクが 6 未満であり、工事施工後にランク 6 以上

になったのは K-9 の 1 箇所のみであった。K-9 については、一定量の浮泥の堆積が認められた

ものの、いずれも底生動物(節足動物のコシオリエビ科、棘皮動物のニセクロナマコ等)の生息

や海藻類(ハウチワ属、アオサ属等)の生育が目視により確認できたため、ポンプアップにより

これら海域生物の生息・生育環境への影響が懸念されることから、浮泥除去作業は実施しな

かった。 

  

一見して赤土の堆積がわかる。
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4. 魚卵稚仔魚タイプ分けについて 

魚卵については、未同定種を卵径のみの表示としていたため、卵径や油球径等形質と出

現時期から便宜的に、稚仔魚同様にタイプ分けしたものを表－ 4.1 に示す。 

魚卵の個数は年次や季節によって大きく異なるため、タイプごとの卵の個数ではなく、

同タイプが同地点及び同季節に継続的に出現しているかどうかを確認することで、工事影

響を判断することとする。 

また、参考として、魚卵の地点・季節ごとの種組成（組成比）の年変化を図－ 4.1 に示

す。検討の一例として、4 つのタイプ（ブダイ科 1、単脂球形卵⑨、単脂球形卵⑭、単脂球

形卵⑰）については、凡例を他と区別した（赤枠、青枠、紫枠、白斑点）。これらのタイ

プを年次ごとにみると、組成比は年次によって異なっているが、同地点及び同季節に継続

的に出現しているかどうかを確認することができる。 

また、過年度に確認された魚卵・稚仔魚のタイプ分けの結果を表－ 4.2 及び表－ 4.3

に示す。 

 

表－ 4.1（1） 魚卵主な出現種のタイプ対応表 

 

  

No. 表記タイプ名 内訳 No. 表記タイプ名 内訳

1 ﾆｼﾝ科 1 ﾆｼﾝ科 1 16 単脂球形卵 ② 単脂球形卵 0.60～0.65mm

2 ｴｿ科 2 ｴｿ科 2 17 単脂球形卵 ③ 単脂球形卵 0.66～0.75mm

3 ｴｿ科 3 ｴｿ科 3 18 単脂球形卵 ④ 単脂球形卵 0.80～0.85mm

4 ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 単脂球形卵 0.76～0.83mm

5 ﾌﾞﾀﾞｲ科 2 ﾌﾞﾀﾞｲ科 2 単脂球形卵 0.77～0.83mm

6 ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 1 ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 1 単脂球形卵 0.75～0.80mm

7 無脂不整球形卵 ① 無脂不整球形卵 0.76～0.90mm×0.64～0.79mm 単脂球形卵 0.77～0.88mm
無脂不整球形卵 0.80～0.90mm×0.74～0.78mm 19 単脂球形卵 ⑤ 単脂球形卵 0.70～0.77mm
無脂不整球形卵 0.71～0.86mm×0.64～0.77mm 単脂球形卵 0.75～0.79mm
無脂不整球形卵 0.83～0.93mm×0.68～0.83mm 単脂球形卵 0.75～0.83mm
無脂不整球形卵 0.73～0.89mm×0.65～0.74mm 単脂球形卵 0.74～0.85mm

8 無脂不整球形卵 ② 無脂不整球形卵 0.80～0.88mm×0.68～0.75mm 20 単脂球形卵 ⑥ 単脂球形卵 0.59～0.60mm
無脂不整球形卵 0.71～0.88mm×0.64～0.77mm 単脂球形卵 0.57～0.61mm
無脂不整球形卵 0.73～0.85mm×0.66～0.78mm 単脂球形卵 0.58～0.63mm
無脂不整球形卵 0.83～0.92mm×0.70～0.85mm 単脂球形卵 0.56～0.60mm

9 無脂不整球形卵 ③ 無脂不整球形卵 0.85mm×0.78～0.80mm 単脂球形卵 0.55～0.58mm
無脂不整球形卵 0.74～0.80mm×0.63～0.77mm 21 単脂球形卵 ⑦ 単脂球形卵 0.86～0.93mm
無脂不整球形卵 0.71～0.78mm×0.62～0.68mm 22 単脂球形卵 ⑧ 単脂球形卵 1.05～1.12mm
無脂不整球形卵 0.74～0.87mm×0.67～0.76mm 単脂球形卵 1.06～1.11mm

10 無脂不整球形卵 ④ 無脂不整球形卵 0.85～0.96mm×0.69～0.85mm 単脂球形卵 1.05～1.11mm
無脂不整球形卵 0.86～0.93mm×0.70～0.80mm 単脂球形卵 1.03～1.11mm
無脂不整球形卵 0.80～0.92mm×0.62～0.80mm 単脂球形卵 1.12mm

11 無脂球形卵 ① 無脂球形卵 0.55～0.60mm 単脂球形卵 1.13～1.15mm

無脂球形卵 0.55～0.58mm 23 単脂球形卵 ⑨ 単脂球形卵 0.55～0.61mm

無脂球形卵 0.54～0.58mm 単脂球形卵 0.55～0.65mm

無脂球形卵 0.54～0.59mm 単脂球形卵 0.54～0.60mm

無脂球形卵 0.54～0.58mm 単脂球形卵 0.55～0.63mm

12 無脂球形卵 ② 無脂球形卵 0.55～0.63mm 24 単脂球形卵 ⑩ 単脂球形卵 0.63～0.70mm

13 無脂球形卵 ③ 無脂球形卵 0.58～0.61mm 単脂球形卵 0.62～0.68mm

無脂球形卵 0.58～0.65mm 単脂球形卵 0.62～0.70mm

無脂球形卵 0.58～0.67mm 単脂球形卵 0.60～0.68mm

14 無脂球形卵 ④ 無脂球形卵 0.63～0.68mm 25 単脂球形卵 ⑪ 単脂球形卵 0.72～0.78mm

無脂球形卵 0.65～0.74mm 単脂球形卵 0.70～0.80mm

15 単脂球形卵 ① 単脂球形卵 0.62～0.68mm 単脂球形卵 0.68～0.76mm

単脂球形卵 0.64～0.72mm 単脂球形卵 0.65～0.74mm

単脂球形卵 0.64～0.72mm 26 単脂球形卵 ⑫ 単脂球形卵 0.75～0.83mm

単脂球形卵 0.64～0.73mm 単脂球形卵 0.79～0.84mm

単脂球形卵 0.65～0.71mm 単脂球形卵 0.77～0.87mm

単脂球形卵 0.79～0.87mm

単脂球形卵 0.79mm

単脂球形卵 0.80～0.86mm
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表－ 4.1（2） 魚卵主な出現種のタイプ対応表 

 

  

No. 表記タイプ名 内訳 No. 表記タイプ名 内訳

27 単脂球形卵 ⑬ 単脂球形卵 0.58～0.65mm 36 単脂球形卵 ㉒ 単脂球形卵 0.78～0.88mm

28 単脂球形卵 ⑭ 単脂球形卵 0.49～0.53mm 単脂球形卵 0.77～0.80mm

単脂球形卵 0.47～0.53mm 単脂球形卵 0.79～0.81mm

単脂球形卵 0.49～0.58mm 単脂球形卵 0.80～0.86mm

単脂球形卵 0.50～0.58mm 単脂球形卵 0.82～0.87mm

単脂球形卵 0.50～0.60mm 単脂球形卵 0.83mm

29 単脂球形卵 ⑮ 単脂球形卵 0.53～0.58mm 単脂球形卵 0.83～0.86mm

単脂球形卵 0.55～0.60mm 37 単脂球形卵 ㉓ 単脂球形卵 0.52～0.58mm

単脂球形卵 0.55～0.62mm 単脂球形卵 0.52～0.58mm

単脂球形卵 0.53～0.61mm 単脂球形卵 0.55～0.59mm

単脂球形卵 0.62～0.68mm 38 単脂球形卵 ㉔ 単脂球形卵 0.55～0.60mm

30 単脂球形卵 ⑯ 単脂球形卵 0.72～0.80mm 単脂球形卵 0.59～0.64mm

31 単脂球形卵 ⑰ 単脂球形卵 0.55～0.62mm 単脂球形卵 0.55～0.62mm

単脂球形卵 0.55～0.63mm 39 単脂球形卵 ㉕ 単脂球形卵 0.50～0.57mm

単脂球形卵 0.60～0.63mm 単脂球形卵 0.49～0.53mm

単脂球形卵 0.60～0.63mm 単脂球形卵 0.49～0.58mm

単脂球形卵 0.53～0.61mm 40 単脂球形卵 ㉖ 単脂球形卵 0.63～0.68mm

32 単脂球形卵 ⑱ 単脂球形卵 0.62～0.70mm 単脂球形卵 0.60～0.65mm

単脂球形卵 0.60～0.65mm 単脂球形卵 0.60～0.66mm

単脂球形卵 0.63～0.65mm 単脂球形卵 0.60～0.65mm

単脂球形卵 0.63～0.68mm 41 単脂球形卵 ㉗ 単脂球形卵 0.63～0.68mm

単脂球形卵 0.63～0.68mm 単脂球形卵 0.63～0.69mm

33 単脂球形卵 ⑲ 単脂球形卵 0.63～0.70mm 単脂球形卵 0.63～0.68mm

単脂球形卵 0.65～0.73mm 単脂球形卵 0.63～0.70mm

単脂球形卵 0.64～0.69mm 42 単脂球形卵 ㉘ 単脂球形卵 0.80～0.84mm

単脂球形卵 0.63～0.70mm 単脂球形卵 0.85mm

34 単脂球形卵 ⑳ 単脂球形卵 0.68～0.75mm 単脂球形卵 0.80～0.86mm

単脂球形卵 0.68～0.73mm 単脂球形卵 0.85～0.88mm

単脂球形卵 0.67～0.73mm 43 単脂球形卵 ㉙ 単脂球形卵 0.78～0.83mm

単脂球形卵 0.67～0.70mm 44 多脂球形卵 ① 多脂球形卵 0.61～0.67mm

単脂球形卵 0.68mm 多脂球形卵 0.63～0.68mm

35 単脂球形卵 ㉑ 単脂球形卵 0.70～0.76mm 45 多脂球形卵 ② 多脂球形卵 0.70～0.78mm

単脂球形卵 0.68～0.76mm 多脂球形卵 0.73～0.75mm

単脂球形卵 0.70～0.78mm 多脂球形卵 0.73～0.78mm

単脂球形卵 0.72～0.75mm 46 多脂球形卵 ③ 多脂球形卵 0.60mm

単脂球形卵 0.70～0.78mm 多脂球形卵 0.60～0.63mm

47 多脂球形卵 ④ 多脂球形卵 0.65～0.67mm
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図－ 4.1（1） 魚卵主な出現種の組成比の季節別年次変化（改変区域西側） 

 

  注：主な出現種（組成比が 10％以上）のみを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 4.1（1） 魚卵主な出現種の組成比の季節別年次変化（閉鎖性海域） 
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  注：主な出現種（組成比が 10％以上）のみを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 4.1（2） 魚卵主な出現種の組成比の季節別年次変化（瀬長島周辺海域）
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表－ 4.2(1) 魚卵タイプ分け 
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表－ 4.2(2) 魚卵タイプ分け 
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表－ 4.2(3) 魚卵タイプ分け 
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表－ 4.2(4) 魚卵タイプ分け 
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表－ 4.2(5) 魚卵タイプ分け 
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表－ 4.2(6) 魚卵タイプ分け 
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表－ 4.2(7) 魚卵タイプ分け 
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表－ 4.2(8) 魚卵タイプ分け 
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表－ 4.2(9) 魚卵タイプ分け 
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表－ 4.2(10) 魚卵タイプ分け 
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表－ 4.2(11) 魚卵タイプ分け 
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表－ 4.3(1) 稚魚タイプ分け 
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